
A)苦情受付

No

終結・継続

（代理：　　）

1
4月16日

（火）

保護者

玩具の取り合いで友達に噛みつかれた件について、「降園時に

担任から伝達を受けていたが噛みつきの痕が思いのほかきつい

事について状況を詳しく教えて欲しい。」と欠席電話連絡の際

に申し出てこられる。

対応：電話対応をした早番職員から担任へ電話

の内容を伝え、次の登園時に母親と園長・担任

で直接話をする。怪我に繋がった時の状況を詳

しく話し、まだ言葉では伝えられない年齢的に

起こりがちな噛みつきの事象について伝え、怪

我を防ぎきれなかったことを謝罪する。

改善策：新年度になり子どもの様子がまだ把握

しきれていなかったことで怪我に繋がってし

まったこと・また年度始めで充分に関係性がで

きていない保護者に対しての伝達の仕方を丁寧

に行っていく。

終結・継続

（代理：　　）

2
3月11日

（火）

児童職員

保育者が目の傷に気づき、子どもに事実確認を取っていたが十

分な確認ができていない状態で本児のお迎えがあった。（怪我

は他のホームの子どもとのトラブルで起こったもの）事実確認

に時間がかかることを話し、夕方の診察で受診することを了承

してもらい、本児を引き渡す。怪我をした子ども側は「出来事

の詳細を知らないまま、他のホームから謝罪の連絡が入ったた

め戸惑った。先に子ども園側から状況を把握し説明してほし

かった。前回も怪我があったがその際も担任が誰も状況を把握

できておらず、真相が子どもの話からしかわからなかった。同

じような状況が続いているので、安心して預けることができな

い」と話される。

対応：主任・担任で話を聞き、同じような怪我

が続いていたこと、担任が把握できていなかっ

たことを謝罪する。途中で外出から戻った園長

も話に入る。

改善策：前回も同じ子どもとの関わりの中で起

こったことなので、2人が関わっている時はもっ

と注意して見ておくべきだった。卒園間近でも

あるのでクラス内のチーム再編成は行わず見守

りを強化するために副主任にクラスに入っても

らい、職員を1人増員することとする。
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